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 昨年の夏は「戦後７０年、手をつなごう、子どもたちに平和な未来を手わすために」のスロー

ガンの下、『みんなで２１世紀の未来を開く・教育のつどい～教育研究全国集会２０１５ｉｎ宮

城～』が、１６日から３日間仙台を中心に開かれました。１６日(日)の午後１時から、仙台サン

プラザホールで開かれた開会全体集会には、全国から１４００人の参加がありました。オープニ

ングは、高校生演劇ＯＢの演劇「祖父の記憶」で開会し、ＴＢＳ「報道特集」キャスター金平茂

紀さんの「私たちは、どんな時代を生きてきたのか」と題す

る講演を聴きました。「権力に厳しく対決し、少数意見を大

切にするのが報道の使命」「官の言動を流すだけの報道は、

報道ではない」などと、過去の事例を引用しながら、今日的

重みのある講演を聴くことができました。全体集会終了後は、

７つの教育フォーラムが行われました。 

 

第１１分科会の内容 

１日目 体育・健康・食教育合同全体会 

 共同研究者からの討論の呼びかけではじまり、被災地宮城県から、復興の現状の報告がありま

した。被災状況は 10 人 10 通りで復興状況も大きな格差があることが語られました。 

高層タイプの公営住宅建築が始まったことで、マンション化することによる引きこもり状態が

発生していること、学校の新規建設の計画が長期にわたり、震災から 11 年後にやっと建てはじ

める予定の学校もあるということなど復興の経過で起きたことについて話されました。一方で、

「被災した学校にいれば体験の共有や支援も続くが、東北を出て転校していった子どもへのケア

が保障されていない。被災当時は、その感情を表現する言葉を持たなかった子どもたちだったが、

４年たって少しずつ表現できるように成長し始めた。しかし生活に必死で余裕のない大人の中で

は、話を聞いてもらえずに自己肯定感が激減している例もある。」と新たな課題も報告されまし

た。 

 その後、「愛と性のお話」「『ライフコース（人生設計）』を書いてみよう。」「自分の体は

誰のもの？―高等学校保健室での取り組み―」「喫煙と健康」と、体育・健康領域からの報告が

ありました。 

 

2 日目 食教育小分科会  
 
①「どの子もいきいきと輝く食育をめざして」 

京都府・小学校 岡本昌代さん 

 どの学校でも食育を進めることができる６つの実践と

いうことで、わくわくするようなたくさんのとりくみを発

表されました。 

 食に関する指導では、2 年生での地域学習を３年生での

三色分けの授業へ展開したとりくみ、母の日や父の日に気
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持ちを込めてお茶を入れてみようというとりくみでは、実践してみた児童がたくさんいたなど、

子どもが実際に体験して感じることを大事にしたとりくみが印象的でした。 

 給食時間の活用では、はじめの５分間をもぐもぐタイムとし、温かく美味しいうちに苦手なも

のも食べるよう促したり、調理中の写真をたくさん見せたりという工夫について報告されました。 

 他にも、委員会活動を活発にし、子どもから子どもたちへ発信することの大切さや、食育発信

コーナーで給食川柳、自慢のおせち、お雑煮、調理にチャレンジ（子どもが作った料理の写真）

などを掲示し、栄養教諭がどんなことをしているのか地域や学校に知らせることなどの効果も話

されました。 

 ４０年間の実践の重み、引き込まれるような話し方、楽しい雰囲気で子どもたちが授業してい

る様子が目に浮かぶような発表で、子どもたちが体験すること、実感させること、自分でできる

ようになること、おもてなしの心など、大切なことをたくさん教えてくださったレポートでした。 

 

②「絵本に出てくる料理を給食に！～読書旬間中の給食のかかわり～」 

東京都・小学校 瀬上佑佳さん 

 子どもたちが普段目にする絵本の中の食べ物を、給食に登場させ、本へも給食へも興味をわか

せるとりくみでした。子ども心に「一度は食べてみたいなぁ～」と思う絵本の中の食べ物が、給

食に出るという内容に、子どもたちが楽しそうに給食時間を過ごす様子が想像され、ほほえまし

いレポート報告となりました。 

 レポートの中では、「喜ぶと思ったのに子どもたちにはあまり伝わらなかった」という１年目

のとりくみから、準備を入念にしてとりくんだ３年目のとりくみまでの試行錯誤を語ってくれま

した。絵本を６冊選び、図書委員会による読み聞かせや、絵本の内容をクイズにしてビデオに撮

り、TV 放送をしてから給食を食べるという工夫も発

表されました。 

 会場からの質疑応答の中では、このとりくみで「子

どもがどのように育っていくのか」「どのような子ど

もを育てたかったのか」というねらいや目標に迫ると

良いということが話し合われ、今後のさらなる進展に

向けて会場全体で学び合う事ができました。 

 

③「献立のあり方って？～人間らしく子どもたちを育てるために～」 

埼玉県・小学校 猪瀬里美さん 

 「そもそも、献立は学校栄養職員や栄養教諭だけが考えていくものではない。私は『子どもた

ちが人間らしく育つ』ことができるように献立を作り、食教育をすすめたいと考えている。」と

いうレポーターの思いから語られた報告は、終始その思いを受け学校全体ですすめる食教育の姿

を示しているようでした。とりくみの大きな特徴は、“教職員が前向きになる”ための栄養教諭

からのたくさんのはたらきかけにありました。その仕掛けは、①着任直後の担任教諭への給食指

導に関する意識調査と、日々の給食アンケートのとりくみ。②教職員自身が給食室で調理体験を

するという食育研修会や試作試食会。③全学年における教科との連携。④地域の方々や学社連携

でお招きする「おもてなし給食」を中心とし、心を育て、日本の食文化を伝えるとりくみでした。 

 また、毎日の給食に込められた思いを伝えるために、「食べるまでの物語」と表現して発信す

る日刊のお手紙や、保護者とともに給食への共通理解を図るための解説付き給食レシピなど、毎

日の根強いとりくみも報告されました。 

 これらのとりくみを通して学年末には、苦手なも

のへのチャレンジや、マナーや配慮については９割、

食べものへの興味は８割以上の子どもたちが「チャ

レンジできた」と答えたのは、教職員全体で日々の

とりくみを続けてきた成果だと言えます。学級担任

や保護者の食教育に対する意識が高まることによっ



て、食教育が効果的にすすめられることは明らかであると、参加者全員が励まされる報告でした。 

 最後に、どの学校でも独自の献立が立てられ、自校の調理場があり、子どもたちと日々交流が

できる調理員が給食を作ることができること、そして栄養教諭が一校一名配置されるという教育

条件整備の必要性を全員で再確認しました。 

 

共同研究者の丸山先生より 

 岡本さんの報告は、４０年の重みを感じたレポートだった。子どもが成長する姿を見るこ

とが栄養士の働くエネルギーになっている。そして瀬上さんの報告では、絵本を選ぶとき、

どんな子どもに育てたいのかという自分の思いをきちんともち、教材を選んだり、年間計画

に入れたりしておくとさらに良いとりくみになるのではないか。自分を試したい！そんなエ

ネルギーあふれるレポートであった。猪瀬さんの報告は、まさに学校を変容させる中核とな

り、地域にも働きかけていることがよく分かる、圧倒されるレポートでしたと感想がありま

した。 

 食には教科書がないことをマイナス面にとらえない。学習指導要領に決められている教科

より、何もないことの可能性が大きいととらえていきたい。 

指導とは何か。教育活動とは意図的で計画的で組織的でなければならない。 

 どういう子どもを育てたいのか。そのために子どもの実態はどうなのか。教育としての学

校給食とは何か。そんなことを考えていきたい。計画を立て意図的に仕組んでいくことの大

切さ、またそれを効果的に実践するためには、組織的に取り組む必要がある。年間計画にき

ちんと組み込み、実践していきましょう。誰が献立を立てても同じのお腹をいっぱいにする

だけの給食ではなく、学校給食に教育的力をもたせていきましょう。 

 

2 日目 体育・健康・食教育合同全体会  

 体育・健康・食教育からそれぞれ小分科会の報告がありました。そこで、食教育からのまとめ

ではレポート紹介のほかに、猪瀬さんからの「食教育研修会」の様子を含めたパワポを作り報告

をしてもらいました。 

 その後、共同研究者の先生からは、「目の前の子どもの実態をとらえて、どういう子どもに育

てたいのか。教育活動とは意図的で計画的、組織的である必要がある。学校給食に教育的力をも

たせるために条件整備についても考える必要がある。」との投げかけから討論を行いました。 

 学校給食は、民間委託や給食センターなど、様々に状況があり、栄養士がそれまで積み上げて

いたものがリセットされるようなこともあります。しかし「子どもたちのために」という思いを

持ち続けることはどんな状況であってもできる。思いをもち続け、周りの人達と手をつないでい

きましょう！と呼びかけました。 

最後に丸山先生からは、全国各地で実践されて、すばらしいレポートが出てくるようになった

と思います。栄養教諭というからには、教育的力量を高めていく必要がある。食教育を行うこと

で子どもたちに力をつける。それを目に見える形でしめす、そのような時代になったように感じ

ます。そういう教育をしていくためにも、これから栄養教諭が働く環境をどのようにとらえてい

くのか。食の安全についてはどう保障していくのかなど、考えていかなければならない。様々な

環境の中、困難さや大変さの中では、すべての周りの人と繋がっていく必要がある。 

 そして、子どもの発達を保障する食教育、楽しく豊かな学校給食にするためには、自校直営方

式であることを改めて確認しました。 
 

お知らせです！  2016 年 1 月 3０日（土）～３1 日（日） 

奈良県で全教青年部学習交流会「TANE」があります！ 
場所：橿原ロイヤルホテル 

食教育の分科会もありますので、ぜひ青年の方と一緒にご参加ください！ 

※未組合員の方も参加可能です。 



 

 

 

 

 

 

 

埼玉高教組栄養職員部は、県内の定時制と特別

支援学校の栄養職員の組織です。２０００年頃

は２５名程の心強い組織でしたが、定時制高校の統廃合が進

む中、メンバーが減ってしまったのが悩みです。寄宿舎併設

の学校では、形態食やアレルギー食もありながら、寄宿舎の

食事管理も任されています。課題はありますが、みんなで力

を合わせて専門部の活動を頑張っています！ 

 

 ２０１４年度に栄養職員部２０周年を迎え、退職された

先輩栄養士の皆さんをお迎えして新年会を開催、交流を深

めました。また、小江戸川越でのおいしい食事と散策を楽

しみました。懐かしい先輩にお会いして、昔話におおいに盛り上がりました。 

 

 

 

 

 「全員がそれぞれの職場で一人職種なので、手を取

り合って、協力していきましょう。」の部長の挨拶で

始まった１月の学習会＆交流会。 

 この回では多くの栄養職員に声かけをしたところ、

未組の方３人が参加してくれました。定時制高校、特

別支援学校それぞれの現状と課題を活発な学習交流

会となりました。 

 

 

 

 東松山市のお隣にある坂戸市。島村先生が勤務されている坂戸

ろう学園におじゃましました☆ 

目前に迫った給食試食会や学校保健委員会の資料についてアドバ

イスをいただきに。また、島村先生にお願いをしている教育のつ

どいのレポートについての話し合いをしました。 

 更に、掲示物や教材と充実しました☆夕方遅くになると、寄宿舎の夕食

を横目に見ながらの打ち合わせでした。 

 

 

 

 埼玉高教組のささやかな自慢は、署名をたくさん集めていること。 

１校１名の栄養士配置の署名集めは毎年の埼玉高教組総会での発言から始

まります。署名が多く集まるのは、多くの仲間に背中を押されているよう

で、とても心強いですね☆ 

 

これからも、みんなで力を合わせて実りある活動を続けていきましょう！ 

“仲間の輪”リレー  Vol.７ 
 
～各県から全国へ！先輩から後輩へ！～ 

魅力ある学びあいの活動の輪を広げ、子どもたちの豊かな育ちにつなげましょう！ 
 

記事の詳しい内容についてのお問い合わせ → 全教栄養職員部担当 中村尚史 

キャッチフレーズ 

「手を取り合って、 

協力していきましょう！」 

紹介 

去年で結成 20 周年！ 

学習会もしています★ 

今日は坂戸ろう学園にきています！ 

署名活動を頑張っています！ 


